
視点① 主体的・対話的で深い学び実現するための授業改善の推進

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させる
「学びの文脈」を大切にした授業づくり

～「教師が教えたいこと」を「児童が学びたいこと」へと転換させる
全市統一的な「唐津の学びスタイル」に基づく学力向上の取組～

佐賀県唐津市立相知小学校
佐伯 美和

全連小研究大会第4分科会【提言発表資料】



佐賀県唐津地区（唐津市・玄海町）

本市の紹介 共通実践 実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル

玄海町

唐津市

小学校 ２１校
小中併設校 ６校
義務教育学校 １校



年度 R4(2022) R5(2023) R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027)

中・長期的構
想

ステージ１ ステージ２ ステージ3

多様な実践例 統一実践 各学校の実態に最適化

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

個別最適な学び

協働的な学び

個別最適な学びと協働的な学び
「授業の位置づけの明確化」

個別最適な学びと協働的な学び
「中学校区ごとの位置づけ」

学力向上指定校
【2か年】
中学校区

①浜玉中校区 ①浜玉中校区
②湊中校区

②湊中校区
③相知中校区

③相知中校区
④第一中校区

④第一中校区
⑤鏡中校区

⑤鏡中校区

唐津市

唐津市教育大綱
（3年目 R2～R6）

唐津市教育大綱
(4年目 R2～R6）

唐津市教育大綱
（５年目 R2～R6）

唐津市教育大綱 唐津市教育大綱 唐津市教育大綱

国の動向

小学校教科書採択 小学校 新教科書
中学校教科書採択 中学校新教科書

共通実践 実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル

『チーム唐津』で進める学力・授業力向上プラン

唐

津

市

教

育

委

員

会

西

部

教

育

事

務

所

研修会の実施

学力調査の分析

いきいき学ぶからつっ子

学校訪問

授業公開

QUの実施

1人一台端末の活用

「唐津の学びスタイル」に基づく 全市統一的な学力・授業力向上の取組 ～個別最適な学びと協働的な学びの推進～

学力・授業力向上 6か年計画

※年度によって指定する校区増減あり

研修援助



実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル共通実践

R４ R５ R６ R７ R８ R９

指定校１年目
A中学校
校区

Ｂ中学校
校区

C中学校
校区

D中学校
校区

E中学校
校区

指定校２年目
A中学校
校区

Ｂ中学校
校区

C中学校
校区

D中学校
校区

E中学校
校区

推進校
A中学校
校区

Ｂ中学校
校区

C中学校
校区

D中学校
校区

指定校2年目 or 推進校の授業公開による共通認識、講師による講演会

指定校、推進校による研究内容発表、実践発表、講師による講演会

【学力向上運営委員会】指定校・推進校の管理職打合せ（年度初め・年度末）

【学力向上研究会】

指定校による授業公開及び授業研究会、講師による講演会



a 単元の課題や本時のめあての質を向上

b 単元計画、単元デザインを立てた上での授業実践
（ L.M を活用した授業づくり）

c 課題解決の過程におけるステップの明確化や細分化の工夫

d 個々の特性や進度に応じた学習材の提供や学習活動の工夫

e 遅れがちな児童生徒に対する個別最適化の取組

f 各教科等における質の高い話合いの実現に向けた取組

g リフレクションを充実させ、メタ認知を高める取組
（ L.M を活用した授業での「振り返り活動」）

共通実践 実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル

授業づくりの７つのポイント



実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル共通実践

L.M：Learning Mountain
（＝「学びの山」）

単元の流れを
山登りに見立て、
バックワードデザインで
授業設計をするための図

「学びの文脈」を
大切にした授業づくり

何を
どのように学び、
どう生かすか？

これまでに学んだ力・身に付いている力

STEP 1 見通し

STEP ２ 学習内容

STEP ３
ゴールの学習

ゴールの姿単元名



実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル共通実践

「学びスタイルチェックシート」の活用（一部抜粋）

児童が自分の
課題を決める。
児童が学びの
方法を選択する。

個に応じた
支援をする。

学習内容を確実に
習得させる。

互いの思いや
考えを

伝え合う。
よりよい考えに
高め、広げる。
よりよい学びを
生み出す。



湊小学校
（推進校）

自分の考えをもち、学び合うことができる児童の育成を目
指した、読み解く力を高めるための手立て

伊岐佐小学校
（指定校２）

研究テーマを「個別最適な学びと協働的な学びの一体化に
向けた教育課程の工夫」と設定し、小規模校に
おける少人数ならではのよさを生かした学びの実現

相知小学校
（指定校２）

設定した視点の実現に向けた取組
視点Ａ：個別最適な学び、協働的な学びの一体化
視点Ｂ：「４つの感」を実感するための形成的評価の

在り方

長松小学校
（指定校１）

目標達成に向けて単元全体を具体的に構想する「単元づく
り」と、授業の質的改善を通して行う主体的に学びに向か
う児童の育成を目指した取組

大志小学校
（指定校１）

児童が主体的に学び、互いの考えを大切にできる授業を目
指して取り組んだ、協働的な学びを実現する授業

実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル



実践の工夫 成果と課題 おわりに

協働的な学び個別最適な学び

実践モデル

授業づくりにおける、個別最適な学び、協働的な学びの一体的な充実

なるほど…
○○を
見るのも
いいねぇ…

ここはね、…。

こうすると、
どうなる？



実践の工夫 成果と課題 おわりに

協働的な学び個別最適な学び

実践モデル

授業づくりにおける、個別最適な学び、協働的な学びの一体的な充実

このこと
について
聞いて
みよう！

そうか！
じゃあ、
ここを
もっと
調べて
みよう！



期待感
見通し 充実感

振り返り

存在感
課題選択

効力感
達成感

→次の学習に繋げ、生かす

○振り返り
学習の自己調整

○評価の基準を共有（児童と教師）

○観察、記録したことを児童にフィードバック

○ラーニング
マウンテンの活用

○中間評価
指導

「４つの感」を実感するための形成的評価

○観察、記録

○保存、蓄積
メタ認知力UP
自己調整力UP
向上心UP

実践の工夫 成果と課題 おわりに実践モデル

○目的意識

児童のWell-beingへ



成果と課題 おわりに実践モデル

単 元 の ゴ ー ル

これまでに学んだ力 （身に付いている力）

単 元 名

充実感期待感 存在感 効力感

STEP２

学習活動

（2～●/〇時間）
存在感 効力感

実践の工夫単元づくり

効力感存在感期待感 充実感

STEP３
学習のゴール
（〇/〇時間）

存在感 効力感 充実感期待感

STEP1
学習の見通し

（１/〇時間）

期待感

充実感



成果と課題 おわりに実践モデル 実践の工夫

⑥

⑤

④

③

②

①

主体的な学び

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り組む

態度

単元の最後に自己の学びを振り返る

授業の最後に
自己の学びを
振り返り、
次の学びに
つなげる。

児童と共に
ラーニング マウンテンづくりから始める。



成果と課題 おわりに実践モデル 実践の工夫主体的な学び

3年生



実践の工夫 成果と課題 おわりに①土壌づくり
ア 学校全体で取り組む
ポジティブ行動支援に向けて

〇「望ましい行動を育てていく」
支援の仕組み

○ほめる行動の浸透
○児童の自己肯定感の向上
〇よい行動を意識する風潮



実践の工夫 成果と課題 おわりに①土壌づくり
イ 校長が関わる
「いいところみつけ」の取組

〇認め合い
→よりよい人間関係へ

〇褒めて価値づける指導
→主的な行動変容へ
→自他の良さの理解
→自信

自分らしさを発揮できる
学校づくりへ



各学級バージョン

縦割り班バージョン

実践の工夫 成果と課題 おわりに①土壌づくり
イ 校長が関わる
「いいところみつけ」の取組

全校バージョン



実践の工夫 成果と課題 おわりに①土壌づくり
ウ 「自立 貢献 挑戦 する
子どもたち」の実現に向けて

〇この実現に向けての取組
〇自立、貢献、挑戦は、個と集団
での学びに大きく関わっている。

例：・児童は各自で学期の目標を
立てる。

・中間や学期最後の振り返り
において、教師が自立の視
点、貢献の視点、挑戦の視
点に分けて、個の活躍や集
団で成し遂げた成果を評価
する。

人としての土壌づくり



実践の工夫 成果と課題 おわりに

学ぶ意欲が高まる
コミュニケーションが育ち、授業が活発になる

主体性・問題解決力が身に付く
学級の人間関係がよくなり、安心して学べる

学習習慣や責任感が育つ

学級集団の土壌を耕す取組

①土壌づくり
エ 特別活動の意義の確認と実践

に向けて



実践の工夫 成果と課題 おわりに①土壌づくり
エ 特別活動の意義の確認と実践

に向けて

しかけ



おわりに②思考力・創造力の育成に向けて 実践の工夫 成果と課題



実践の工夫 成果と課題 おわりに②思考力・創造力の育成に向けて
ア ICTの適切かつ効果的な活用
イ 生成AIを活用した授業展開



実践の工夫 成果と課題 おわりに

協働的な学び

グループワークの工夫
キーワードごと
ツールごと思考ツール、ヒントカード

学び合い

ペアタイム
グループタイム
トラベルタイム

モデリング
資料の掲示
電子黒板やタブレット、図書の本、教科書、
これまでのノートやワークシート等

②思考力・創造力の育成に向けて
ウ 個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実

〇実況中継
〇形成的評価
〇中間指導
〇振り返り

指導の個別化
学習の個性化

児童の学力向上



実践の工夫 成果と課題 おわりに②思考力・創造力の育成に向けて
エ 振り返り活動の充実

振り返りのクローバー

たっせい感
（効力感）

じゅうじつ感

そんざい感 ★わくわく
★たのしみ
★もっと！

★よかった！
★うれしかった！
★おもしろかった！
★これからも！

★わかった！
★がんばった！
★できるように

なった！
★よし！

★やくにたてた！
★じぶんのよさが

だせ
た！

★おかげで

きたい感



実践の工夫 成果と課題 おわりに③教科横断的な学習に向けて



実践の工夫 成果と課題 おわりに③教科横断的な学習に向けて

【学びの航海図】
全学年通した

カリキュラム

生活科・
総合的な学習の時間の柱

関連する教科での学習

特別活動・学校行事との関連

交流活動

主体的・対話的で深い学びに
向かうための理論やスキル







・家庭科
・社会科
・学級活動（食育）
・総合的な学習の時間
① メニューを考える。
② 栄養バランスをチェックする。
③ 食材をあげ、生産国を調べる。
④ 地図に書き込む。
⑤ 発表 or やり取りをする準備
⑥ 発表 or やり取り

【児童が主体的に活動できるゴールの設定】

○家庭科や社会科、総合的な学習の時間との紐付け
5年生 What would you like?
6年生 Let’s think about our food.
→プレゼンし、給食メニューになる。

実践の工夫 成果と課題 おわりに③教科横断的な学習に向けて



おわりに

「学びスタイルチェックシート」による振り返り（一部抜粋）

3.2

2.75

3.05

3.43

3.27

3.34

成果と課題



成果と課題 おわりに

成果

〇一つの授業スタイルの確立

〇授業力向上へ

〇学校間での共通話題

〇研究の深化

課題

〇市外からの転入時の
フォロー

〇学習の個性化の充実

〇学校ごとのオリジナル性

時間の確保・保障



おわりに

「児童が学びたいこと」

「研究のオリジナル性」

児童の笑顔を励みに、
リーダーシップをとりながら、

学校づくりを
楽しみましょう！


